
まちのわだい

　

秋
の
風
物
詩
、
恒
例
の
「
下
館
薪

能
」（
筑
西
市
下
館
薪
能
実
行
委
員

会
主
催
）
が
９
月
27
日
、
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
館
薪
能
は

旧
下
館
市
の
市
制
施
行
35
周
年
記
念

事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
に
つ
く
ら
れ
た
特
設

の
能
舞
台
で
は
、
当
代
一
流
の
能
楽

師
に
よ
る
能
楽
「
班
女
」、狂
言
「
成

上
り
」、
能
楽
「
菊
慈
童
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
会
場
を
埋
め
た
９
０
０

人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
20
周
年
を
記
念

し
て
、
下
館
薪
能
の
あ
ゆ
み
が
分
か

る
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
観

客
ら
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日

間
、
市
民
団
体
「
報
徳
壱
圓
塾
（
大

和
田
信
雄
塾
長
）」
主
催
に
よ
る
枝

豆
（
香
り
豆
）
狩
り
が
、
中
舘
の
畑

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

栽
培
さ
れ
て
い
る
「
香
り
豆
」
は
、

ゆ
で
た
と
き
の
香
り
が
強
く
、
甘
み

が
あ
る
と
評
判
で
、
毎
年
楽
し
み
に

足
を
運
ぶ
人
も
多
く
、
今
年
も
３
日

間
で
４
０
０
人
を
超
す
親
子
連
れ
ら

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　

　

大
和
田
塾
長
は
「
休
耕
田
を
活
用

し
た
枝
豆
狩
り
が
多
く
の
人
に
喜
ば

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
農
村
復
興

に
尽
力
し
た
本
市
ゆ
か
り
の
二
宮
尊

徳
の
教
え
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

せ
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

900人のファンが幽玄の美を堪能

二宮尊徳に学ぶまちづくり

市民会館で筑西市下館薪能20周年記念公演

報徳壱圓塾が「枝豆（香り豆）狩り」を開催

幽玄の世界へ誘う、能楽「班女」（観世銕之丞氏ほか）

会場を沸かせた、狂言「成上り」（野村萬斎氏ほか）
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夏
休
み
の
体
育
大
会
や
文
化
の
大

会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

生
徒
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
氏
名
は
敬
称
略
）

■
全
国
中
学
校
体
育
大
会
剣
道
大
会

　
個
人
戦
出
場

○
藤ふ

じ
た
り
ょ
う
へ
い

田
涼
平（
下
館
南
中
学
校
３
年
）

○
藤ふ

じ
た
あ
や
こ

田
絢
子（
下
館
南
中
学
校
２
年
）

■
全
国
中
学
校
体
育
大
会
男
子
ソ
フ

　
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

○
明
野
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部　

─ 

星ほ
し
の
た
い
き

野
泰
規
、
与よ

な

み

ね

那
嶺
ジ
ョ

ナ
タ
ン
、
関せ

き
ま
さ
の
ぶ

優
伸
、
荒あ

ら
い
よ
し
ひ
と

井
芳
仁
、
加か

藤と
う
ま
さ
し

雅
資
、瀬せ

お

ゆ

う

た

尾
祐
太（
以
上
３
年
生
）、

冨と
み
は
り
し
ょ
う
や

張
翔
也
、
内う

ち
だ
ゆ
う
ま

田
悠
磨
、
関せ

き
し
ょ
う
た

翔
太
、

仲な
か
た
か
ず
き

田
一
輝
、
古こ

う
た
し
ょ
う
た

宇
田
翔
太
、
宮み

や
も
と本

麻ま

聖さ
と

、
塚つ

か
だ
だ
い
ち

田
大
地
、
内う

ち
や
ま
り
ゅ
う
い
ち

山
竜
一
、
山や

ま
な
か中

柾ま
さ
き輝

、
中な

か
ざ
と里

公こ
う
す
け亮

、
西に

し
む
ら
し
ん
や

村
信
哉
（
以

上
２
年
生
）
─

■
茨
城
県
英
語
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
会

○
県
知
事
賞　

岩い
わ
み
つ満

絵え

り里
（
下
館
南

中
学
校
３
年
）

○
県
知
事
賞　

大お
お
や谷

美み

か香
（
下
館
南

中
学
校
２
年
）

■
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会

○
県
知
事
賞　

谷や
な
か中

恵め
ぐ
み美

（
下
館
南

中
学
校
３
年
）

○
県
教
育
長
賞　

塚つ
か
だ田

友ゆ

り理
（
下
館

中
学
校
３
年
）

　

10
月
11
日
、
青
少
年
育
成
筑
西
市

民
の
会
・
下
館
支
部
主
催
の
「
親
子

Ｓ
Ｌ
の
旅
」
が
行
わ
れ
、
市
内
の
小

学
生
親
子
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

下
館
駅
か
ら
Ｓ
Ｌ
に
乗
り
、
益
子

か
ら
は
徒
歩
で
陶
芸
メ
ッ
セ
・
益
子

を
め
ざ
し
、
皿
の
絵
付
け
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
絵

付
け
も
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
Ｓ
Ｌ
に

乗
る
の
が
大
好
き
。
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
県
立
鬼
怒
商
業
高
等
学
校

の
生
徒
15
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
同
行
し
、
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話

を
し
ま
し
た
。

益子をめざして出発進行〜！

スポーツや文化の大会で優秀な成績
をおさめた生徒を紹介します。

がんばった
　      君たちへ

青少年育成市民の会が、親子SLの旅を開催
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し
た
。

　

新
校
舎
は
多
様

な
学
習
形
態
に
対

応
で
き
る
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
や
情
報

化
に
対
応
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

と
図
書
館
を
一
体

化
し
た
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
設

置
。
ま
た
地
域
と

の
連
携
を
図
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

冨
山
市
長
は｢

学

校
は
生
徒
の
学
習

の
場
の
ほ
か
地
域

と
の
交
流
の
場
と

も
な
る
。
ま
た
災

害
時
に
は
防
災
拠

点
と
も
な
る
。
新

校
舎
は
通
常
の
耐

震
基
準
の
1

・

25

倍
と
耐
震
性
を
確

保
し
て
設
計
さ
れ

て
い
る
。
地
域
住

民
の
安
心
、
安
全
に
つ
も
つ
な
が
る｣

と
あ
い

さ
つ
。
当
日
は
校
内
視
察
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
川
﨑
選
手
が
北
京
五
輪
の
結
果
を
報
告

　

北
京
五
輪
の
陸
上
女
子
競
歩
20
㌔
で
14
位
と

健
闘
し
た
川
﨑
真
裕
美
選
手
（
28
歳
・
海
老
澤

製
作
所
所
属
）
が
24
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
玄

関
前
で
出
迎
え
た
冨
山
市
長
や
市
職
員
ら
に
競

技
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
川
﨑
選
手
は

「
自
分
が
持
っ
て
い
る
力
を
す
べ
て
出
し
切
る

こ
と
が
で
き
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
悔
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
り
応
援

し
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
に
つ
い

て
は
、「
ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
視
野
に
入
れ
る
一

方
、競
歩
と
い
う
競
技
の
普
及
に
も
努
め
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
明
野
中
学
校
の
新
校
舎
完
成　

　

老
朽
化
に
よ
り
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
市
立
明
野
中
学
校
（
渡
邉
浩
校
長
）
の
校
舎

整
備
が
終
わ
り
、
24
日
に
竣
工
式
を
行
な
い
ま

市 政 ニ ュ ー ス

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
施
設

■
筑
西
市
芸
術
祭
が
開
催

　

9
月
28
日
、
筑
西
市
文
化
協
議
会
主
催
の
筑

西
市
芸
術
祭
が
明
野
公
民
館
（
イ
ル
・
ブ
リ
ラ

ン
テ
）
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
舞
踊
・
三
曲
・
大
正
琴
・
合
唱
な

ど
17
団
体
3
0
0
人
以
上
が
参
加
し
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
舞
台
で
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
人
が
会
場
に
足
を
運
び
、
出
演

者
の
演
技
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

悔
い
の
な
い
レ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た

華
や
か
に
舞
い
、
踊
る

市秋の花・コスモスが見ごろに
中舘地区の畑７千㎡（国道 50 号バイパス
と国道 294 号線が交差する南側）にコスモ
スが咲き誇っています。土、日曜日にはコ
スモス畑の側を SL が煙を吐き走ります。
見ごろは 10 月いっぱいまで。
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みんなの元気をまちづくりに活かそう！

▶みなさんは「まちづくり」という言葉から何を連想さ
れるでしょうか？道路や公園の整備など、市が行う公共
事業を連想された人が多いのではないでしょうか。
　確かに、これまでのまちづくりはハード面を中心とし
て、行政が主導的な役割を担ってきました。しかし、市
民ニーズが多様化し、厳しい財政運営が強いられる中で
は、行政が一方的にサービスを提供するといった従来の
やり方では市民１人ひとりのニーズに応えることが困難
な状況になってきていることも事実です。
▶近年、「新しい公共」という考え方が提案されています。
この考え方は、まちづくりをハード面だけでなく経済や
文化、環境など暮らしを支える幅広い分野で捉え、行政
のみでなくみんなで支えていこうとする考え方です。	

進めよう！協働のまちづくり進めよう！協働のまちづくり
連載②　「新しい公共」という考え方

■問い合わせ
　企画課・市民協働推進グループ （内線 490） 

　市民や市民団体、企業が潜在的に持っている元気（＝
活力）をまちづくりに活かしていくことで、新たな展開
が期待されています。

市民のみなさんから、市外に住むご親戚やご友人へ

■申込方法　「寄附申込書」を窓口、郵送、ＦＡＸまたは電子メールなどで財政課
まで提出してください。申込書の受領後に、書面にて手続きのご案内をさせてい

ただきます。※寄附申込書は、市のホームページからダウンロードできます。

■問い合わせ　☆寄附申込に関すること＝財政課財政グループ（内線４９８・
４８６）☆税の軽減措置に関すること＝市民税課（内線４６６・４５２）

詳しくは市のホームページでご案内しています。http://www.city.chikusei.lg.jp/

　ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援したい」「ふるさとに貢献したい」とい
う人々の思いを、寄附金という形で実現できる制度です。
　筑西市でも『心のふるさと・筑西』を思う全国のみなさんに、寄附という形で
「21 世紀に輝く筑西市のまちづくり」に参加していただきたいと思っています。市
ではホームページで情報発信をしていますが、市の魅力を一番上手く伝え、心に
残る PRができるのは、市内にお住まいのみなさんではないでしょうか。
　ぜひ、市外にお住まいのご親戚やご友人に、あるいは同窓会などに出席される
際には、ふるさと納税制度で筑西市を応援してくださるよう、ＰＲをお願いします。

「ふるさと納税」のＰＲをお願いします

「ふるさと納税」はふるさ
とへの寄附金です。地方
公共団体への寄附金は、
5,000 円を超える部分に
ついて一定の限度額まで、
所得税の軽減と個人住民
税の控除が受けられます。

絵本を通して親子の
きずなを深めるブッ
クスタート 
協働の取り組みとし
て、図書館の事業を
ボランティアが支え
ます。

市民協働推進グループでは、みなさんのご意見をお待
ちしています。ぜひ、お気軽に声を聞かせてください。 
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図書館へ行こう

◆
ル
ー
ブ
ル
や
ノ
ー
ト
ル
＝
ダ
ム
の
意
外

な
み
ど
こ
ろ
か
ら
、
街
な
か
の
小
さ
な
教

会
、
古
の
城
壁
、
シ
ャ
ル
ト
ル
や
サ
ン
リ

ス
と
い
っ
た
郊
外
ま
で
、
歩
き
方
ガ
イ
ド

＆
詳
細
地
図
付
き
で
案
内
す
る
。

◆
オ
ペ
ラ
の
殿
堂
ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
、

イ
タ
リ
ア
一
美
し
い
劇
場
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ

ミ
リ
ア
…
。
世
界
一
有
名
な
劇
場
か
ら
、

世
界
一
小
さ
い
劇
場
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の

全
40
都
市
50
以
上
の
劇
場
を
紹
介
。

◆
海
外
旅
行
の
定
番
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー

ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
自
転
車
で
渡
ろ
う
！
」

ほ
か
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
お
す
す
め

お
土
産
や
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＆
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
最
新
情
報
が
満
載
で
す
。

◆
民
主
党=

リ
ベ
ラ
ル
、
共
和
党=

保
守

は
本
当
な
の
?
銃
規
制
・
公
的
医
療
保
険
・

対
外
戦
争
へ
の
賛
否
な
ど
の
両
党
の
対
立
軸

に
つ
い
て
、
映
画
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
例
に

気
鋭
の
ア
メ
リ
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
が
分
析
。

◆
五
七
五
の
長
句
と
七
七
の
短
句
を
何
人

か
で
交
互
に
組
み
合
わ
て
つ
く
る
連
句
の
う

ち
、
三
十
六
句
仕
立
て
の
も
の
を
歌
仙
と
い

い
ま
す
。
鞍
馬
天
狗
、
く
ら
げ
な
ど
が
登
場

す
る
遊
び
心
い
っ
ぱ
い
の
俳
諧
入
門
。

◆
か
さ
ぶ
た
っ
て
ど
ん
な
ぶ
た（
山
中
利
子
）

お
な
ら
う
た
（
谷
川
俊
太
郎
）、お
に
い
ち
ゃ

ん
お
に
に
な
っ
た
（
岸
田
衿
子
）
な
ど
の
詩

が
た
く
さ
ん
入
っ
た
本
。
最
後
に
小
池
昌
代

さ
ん
か
ら
の
手
紙
が
つ
い
て
い
ま
す
。

今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

明 野 図 書 館

地球の歩き方 ’08〜
’09 サンフランシスコ
とシリコンバレー

パリ
中世の美と出会う旅

歌仙の愉しみ 民主党のアメリカ・
共和党のアメリカ

（日経プレミアムシリーズ）

かさぶたって
どんなぶた

図説イタリアの
歌劇場

【ダイヤモンド・ビッグ社】

著：村上　祥子
編：芸術新潮編集部

【新潮社】

著：大岡　信
著：岡野　弘彦
著：丸谷　才一
【岩波書店】

著：冷泉　彰彦
【日本経済新聞社】

編：小池　昌代
画：スズキ　コージ

【あかね書房】

著：牧野　宣彦
【河出書房新社】

図書館イベント情報

★赤ちゃん向け読み聞かせ
▶日時＝ 11 月６日（木）午後１時
～３時　
▶場所＝中央図書館　おはなしコー
ナー　
▶内容＝ブックスタート・スタッフ
のみなさんが赤ちゃん向け絵本の読
み聞かせをします。
★明野図書館　おはなし会　
▶日時＝午後２時から　児童室にて
11 月２日（日）

『手ぶくろを買いに』『おんがくかい
のよる』

11 月９日（日）
『ふねくんのたび』『ひとまねこざる』
★明野図書館リサイクル本の無償配
布
図書館リサイクル本を希望者に無償
でおわけいたします。（ただし、市
内在住の人のみ）
▶日時＝ 11 月１日（土）～９日（日）
午前 11 時～午後５時まで
▶場所＝明野図書館　
▶リサイクル本の種類＝一般書・児
童書・雑誌など
※無くなり次第終了します。
★柳田昭　水彩展　
プロヴァンスのブドウ農家周辺と日
本の郷愁ただよう懐かしい風景を描

いた作品を 25 点ほど展示します。
▶日時＝ 11 月１日（土）～９日（日）
午前 11 時～午後６時まで
▶場所＝明野図書館
★明野図書館休館のお知らせ
11 月 17 日（月）～ 30 日（日）ま
で蔵書点検のため休館となります。
利用者の人には、ご迷惑をおかけし
ますがご協力ください。なお、休館
中に資料を
返却される
人は、図書
館入り口の
返却ポスト
をご利用く
ださい。

中央図書館℡ 24-3530　明野図書館℡ 52-2466

12



輝く人手をかけることを楽しむのが山野草
その奥深い世界を楽しんでみませんか

海
老
澤 

次
男

つ
く
ば
ね
野
草
会
・
会
長

さ
ん

「
こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
る
と
、

山
野
草
は
、
冬
枯
れ
し
て
、
鉢
の
上
に

は
何
も
な
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
頭
の

中
で
最
も
美
し
い
と
き
の
姿
を
想
像
し

な
が
ら
、
日
々
管
理
し
て
、
春
の
発
芽

を
待
ち
、
花
芽
が
伸
び
る
の
を
心
待
ち

に
す
る
。
こ
れ
が
山
野
草
を
育
て
る
楽

し
み
で
す
か
ね
」。
木
々
が
生
い
茂
る

自
宅
の
庭
で
山
野
草
の
手
入
れ
を
す
る

海え
び
さ
わ

老
澤
次つ

ぎ
お男

さ
ん
（
72
歳
・
門
井
）
は
、

山
野
草
の
魅
力
を
こ
う
語
り
ま
す
。

　

山
野
草
と
は
、
日
本
各
地
に
自
生
し

て
い
る
原
種
の
草
花
の
こ
と
。
バ
ラ
や

シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
よ
う
に
、
人
の
手

に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
た
も
の
は
園
芸
植

物
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

海
老
澤
さ
ん
は
現
在
、
会
員
70
人
を

有
す
る
「
つ
く
ば
ね
野
草
会
」
の
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
。「
会
員
は
市
内
の

人
が
中
心
で
す
が
、
茨
城
県
内
や
栃
木

県
の
人
も
い
ま
す
よ
。
み
ん
な
山
野
草

の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
人
ば
か
り
。

私
は
シ
ダ
類
が
特
に
好
き
な
ん
で
す

が
、
同
じ
品
種
を
好
む
人
と
話
し
込
む

と
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
よ
」。
挿
し
木
や
種
か
ら
育
て
た
苗

を
仲
間
に
贈
っ
た
り
、
交
換
し
た
り
す

る
交
流
が
何
よ
り
も
楽
し
い
と
い
う
海

老
澤
さ
ん
。

　

来
年
で
設
立
35
周
年
を
迎
え
る
『
つ

く
ば
ね
野
草
会
』
は
、
研
修
旅
行
や
講

習
会
で
、
会
員
の
栽
培
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。「
会
の
仲
間
た
ち
と

山
野
草
の
自
生
地
を
訪
ね
る
の
も
、
愛

好
家
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
ね
。
山
野

草
が
ど
ん
な
環
境
で
育
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
は
、
よ
り
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
な
ん
で

す
」。
今
年
も
つ
く
ば
ね
野
草
会
の
展

示
会
が
11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
協
和

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
秋
の
山

野
草
も
ま
た
趣
が
あ
っ
て
楽
し
め
ま
す

よ
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
海
老
澤
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
た
ず
ね
る
と

「
外
来
種
の
草
花
が
、
い
ま
野
山
を
席

巻
し
、
日
本
古
来
の
植
物
が
消
え
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
を

守
り
、
伝
え
る
こ
と
こ
そ
山
野
草
を
愛

す
る
者
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
ね
」。
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NC東日本コンクリート工業株式会社
日本コンクリート工業グループ

NC東日本コンクリート工業株式会社川島工場は、
筑西の地で生まれて60年

〒308-0856 茨城県筑西市伊佐山 218-3　0296（28）1211

快適な都市空間づくり
に貢献します。

《擬木柱》 食とスポーツで
健康を育てよう
日本ハム株式会社茨城工場

筑西市みどり町2-1-1 ☎ 0296-24-1111

従業員随時募集中


